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Ｐ
Ｔ
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総
会
開
催 
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季
地
区
大
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５
月
11
日
、
農
業
ク
ラ
ブ
校

内
意
見
発
表
会
が
あ
り
、
県
農
業

ク
ラ
ブ
連
盟
各
種
発
表
大
会
「
意

見
発
表
の
部
」
に
出
場
す
る
３
名

を
選
出
し
ま
し
た
。 

発
表
者
は
、
生
徒
全
員
が
提
出

し
た
意
見
文
の
中
か
ら
各
ク
ラ

ス
選
出
さ
れ
た
人
で
、
合
計
18
名

が
発
表
し
ま
し
た
。
入
学
し
て
一

ヶ
月
程
の
１
年
生
も
中
学
校
ま

で
に
体
験
し
て
き
た
こ
と
を
交

え
な
が
ら
農
業
に
関
す
る
意
見

を
述
べ
、
２
・
３
年
生
は
日
頃
の

実
習
や
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
活

動
で
経
験
し
た
こ
と
、
考
え
た
こ

と
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。
発
表
内

容
や
態
度
に
つ
い
て
、
各
科
代
表

５
名
の
先
生
方
が
審
査
員
と
な

り
、
点
数
を
つ
け
、
選
考
会
に
て

各
分
野
ご
と
の
代
表
者
３
名
を

以
下
の
通
り
選
出
し
ま
し
た
。

た
。
こ
の
三
名
は
、 

  

 ☆
分
野
Ⅰ
類 

『
生
産
・
流
通
・
経
営
』 

「
私
が
考
え
る
農
業
の
あ
り
方
」 

 

３B

松
木
美
樹
（
米
ノ
津
中
出
身
） 

 

☆
分
野
Ⅱ
類 

『
開
発
・
保
全
・
創
造
』 

「
食
と
私
」 

 

２D

黒
瀬
海
夢
（
出
水
中
出
身
） 

☆
分
野
Ⅲ
類 

『
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
』 

「
中
之
島
活
性
計
画
」 

 

３A

小
林
良
介
（
中
之
島
中
出
身
） 

         

     

今
年
度
、
生
物
工
学
科
の
養
豚

班
が
、
本
校
で
飼
育
し
て
い
る

「
か
ご
し
ま
黒
豚
」
の
活
用
法
や

需
要
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
黒
豚
を

も
っ
と
多
く
の
人
に
食
べ
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
『
市
来

農
芸
高
校 

黒
豚
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
を
始
動
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
い
ち
き
串
木

野
市
、
山
形
屋
、
味
工
房
み
そ
の
、

ス
タ
ー
ゼ
ン
加
世
田
工
場
等
の

産
学
官
連
携
で
い
ち
き
串
木
野

市
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

活
動
で
す
。 

 

最
近
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、 

地
元
の
ト
ン
カ
ツ
店
「
味
工
房
み

そ
の
」
に
本
校
の
黒
豚
を
提
供
し

黒
豚
ロ
ー
ス
か
つ
膳
・
ヒ
レ
か
つ

膳
を
販
売
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

開
店
20
周
年
に
合
わ
せ
た
５
月

19
～
21
日
の
「
感
謝
祭
」
で
は

数
量
限
定
で
提
供
さ
れ
、
６
月
以

降
は
毎
月
20
日
に
販
売
さ
れ
ま

す
。
（
５
／
10

読
売
新
聞
に
記
事

掲
載
）
ま
た
、
そ
の
黒
豚
に
は
「
金

の
桜
黒
豚
」
と
ブ
ラ
ン
ド
名
を
つ

け
ま
し
た
。
本
校
は
、
黒
豚
の
種

豚
を
出
荷
で
き
る
県
指
定
種
豚

場
で
す
が
、「
市
来
農
芸
高
校
産
」

を
銘
打
つ
の
は
初
め
て
の
試
み

で
す
。
（
５
／
18

南
日
本
新
聞
に

記
事
掲
載
） 

今
後
も
、
６
月
10
日
に
山
形

屋
７
階
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
「
金
の

桜
黒
豚
」
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が

提
供
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
方
々
に

本
校
の
黒
豚
を
知
っ
て
も
ら
い
、

味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

            

５
月
12
日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
が

開
か
れ
今
年
度
の
事
業
計
画
や

予
算
等
に
つ
い
て
審
議
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。『
あ
っ
た
か
～
い

Ｐ
Ｔ
Ａ
』
を
目
標
に
、
こ
れ
ま

で
２
年
間
会
長
を
務
め
て
く
だ

さ
っ
た
吉
永
会
長
か
ら
新
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
、
宮
下
裕
治
さ
ん
へ
と

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
こ
の
総

会
を
も
っ
て
引
退
さ
れ
ま
し
た

旧
役
員
の
方
々
、
積
極
的
に
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

平
成
２9
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
（
敬
称
略
） 

会 

長 

宮
下 

裕
治 

副
会
長 

入
佐 

京
子 

 

〃 
 

原
田 

江
美 

 

〃 
 

中
野 

留
美
子 

 

〃 
 

久
保 

 

恵 

監 

事 

池
田 

浩
子 

 

〃 
 

堤 
 

正
代 

 

        

５
月
９
日
、
高
体
連
日
置
地

区
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
部

員
が
少
な
い
中
、
ど
の
部
も
一

生
懸
命
、
試
合
に
臨
み
ま
し
た

が
上
位
入
賞
は
厳
し
か
っ
た
よ

う
で
し
た
。
次
の
大
会
に
期
待

し
ま
し
ょ
う
。 

☆
剣
道 

個
人
３
位
入
賞 

３B
堀
脇
雄
哉
（
吹
上
中
出
身
） 
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５
月
16
日
、
生
物
工
学
科 

動
物
バ
イ
オ
類
型
の
２
、
３
年

生
は
、
外
部
講
師
の
全
国
和
牛

登
録
協
会
鹿
児
島
支
部
の
福
田

祐
貴
さ
ん
と
今
村
清
人
さ
ん
の

授
業
を
受
け
ま
し
た
。
内
容
は
、

黒
毛
和
種
の
品
種
の
特
性
や
審

査
標
準
に
伴
っ
て
牛
の
見
方
を

学
習
す
る
も
の
で
、
学
校
の
牛

を
例
に
説
明
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
生
徒
達
は
、
実
際
に

５
頭
の
牛
の
評
価
を
し
て
、
プ 

              

ロ
の
評
価
と
の
違
い
を
学
習
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

                           

 
   

本
校
は
、
各
学
科
で
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
や
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
ト
マ

ト
等
、
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
１
年
生
は
、
入
学

し
て
か
ら
種
ま
き
や
移
植
、
植
え

付
け
を
行
っ
た
ナ
ス
に
自
分
の

名
札
を
つ
け
、
草
丈
の
伸
長
や
花

の
様
子
、
実
の
生
長
を
記
録
し
な

が
ら
野
菜
の
栽
培
を
学
ん
で
い

き
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で

の
作
業
も
あ
り
、
夏
場
の
実
習
は

暑
く
て
大
変
で
す
が
、
暑
さ
対
策

を
し
っ
か
り
し
な
が
ら
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

        
    

  

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た
生
徒
指
導 

 

初
任
時
代
の
生
活
指
導
は
大

変
で
し
た
。
喫
煙
問
題
。
服
装
指

導
。
暴
力
（
け
ん
か
）
等
々
。 

現
在
の
高
校
生
に
は
、
服
装
の

乱
れ
は
見
ら
れ
な
い
。
素
晴
ら
し

い
服
装
で
登
校
し
て
く
る
。
学
校
、

職
員
、
保
護
者
の
指
導
の
成
果
で

あ
ろ
う
。 

服
装
指
導
で
思
い
出
に
残
る

の
が
「
ル
ー
ズ
ソ
ッ
ク
ス
」
で
あ

る
。
あ
る
赴
任
し
た
学
校
で
は
、

８
割
の
女
子
が
は
い
て
い
た
。
ビ

ッ
ク
リ
し
た
。
こ
ん
な
学
校
が
あ

る
の
か
？
指
導
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
？
赴
任
当
初
か
ら
ル

ー
ズ
ソ
ッ
ク
ス
と
女
子
生
徒
と

自
分
の
闘
い
が
始
ま
っ
た
。
全
校

朝
礼
で
、
ま
ず
「
脱
が
す
」
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
。
「
脱
が
な
い
」

無
理
矢
理
「
脱
が
す
」
そ
れ
を
「
預

か
る
」「
返
さ
な
い
」。
毎
日
の
よ

う
に
、
見
か
け
た
ら
「
注
意
し
て

脱
が
す
」
こ
れ
の
繰
り
返
し
が
始

ま
っ
た
。
廊
下
で
見
か
け
た
ら
、

授
業
中
で
も
、
実
習
中
で
も
。
そ

の
う
ち
女
子
生
徒
は
、
私
の
顔
を

見
か
け
る
と
「
逃
げ
る
」
。
す
る

と
「
追
い
か
け
る
」
、
こ
れ
の
繰

り
返
し
。
段
ボ
ー
ル
箱
に
相
当
数

の
ソ
ッ
ク
ス
が
集
ま
っ
た
。
た
か

が
ソ
ッ
ク
ス
で
こ
れ
だ
け
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
き
た
。
次
第

に
生
徒
も
改
善
し
て
く
れ
る
よ

う
に
は
な
っ
た
が
、
完
全
で
は
な

い
。
２
回
目
に
赴
任
し
た
と
き
、

そ
の
段
ボ
ー
ル
が
残
っ
て
い
た
。

未
だ
に
ソ
ッ
ク
ス
が
入
っ
て
い

た
。
懐
か
し
く
も
あ
り
、
生
徒
指

導
の
難
し
さ
を
思
い
出
し
た
。 

学
校
に
よ
り
差
は
あ
る
が
、
最

近
は
「
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
」
が
ら
み
の
問
題
行
動
が
多

い
の
で
は
な
い
か
。
い
つ
の
時
代

も
そ
の
時
そ
の
時
の
環
境
を
反

映
し
た
問
題
が
発
生
す
る
。
苦
労

が
絶
え
な
い
、
終
わ
る
こ
と
の
な

い
業
務
で
は
あ
る
が
、
「
生
徒
の

こ
と
を
思
う
と
・
・
」
あ
る
い
は

「
生
徒
の
た
め
に
・
・
」
を
胸
に

や
る
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
。
職
員

全
員
で
取
り
組
も
う
。
生
徒
諸
君
、

先
生
方
に
苦
労
を
か
け
な
い
よ

う
に
、
普
通
に
生
活
し
て
く
だ
さ

い
。 

（
農
業
科 

串
田 

勝
） 

６月は、学校行事により 20 日，27 日のみ  
販売時間：１４：００～ 

販売物 
＜野菜＞キュウリ、ズッキーニ  各袋 100 円 
＜卵＞・Ｌサイズ･･･220 円 

・Ｍサイズ･･･200 円 
 ＜肉類＞・豚肉（各 250ｇ入り 420～500 円） 
  ヒレカツ用、ロースとんかつ用、肩ロースとんかつ用、

バラ焼肉用、しゃぶしゃぶ用（バラ・モモ） 
 ＜加工品＞ 

・麦味噌（１kg）350 円 
・豚味噌、ちりめん味噌（１缶）250 円 
・ポメロジャム、イチゴジャム（１瓶）250 円 
・梅ドリンク、みかんジュース（１缶）100 円 
＜花苗＞ 
・ハウスにて販売しています。 

６月の主な行事 

１日（木）校内農ク鑑定競技会 

５日（月）全校朝礼、服装容儀指導 

６日（火）重信川河川愛護活動 

８日（木）文字力テスト２ 

12日（月）家庭クラブ総会 

13日（火）～14日（水）農ク全国プ 
ロジェクト発表プレ大会 
28日（水）～1日（月）期末考査 

外
部
講
師
に
よ
る
出
前
授
業 

１
年
生 

農
場
実
習 

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す ダイコンの収穫 

トウモロコシの開花 

職
員
コ
ラ
ム 


